
概要 / 目的:

第４世代原子炉システムにおける冷却材の品質管理

講演者紹介:

高速炉の冷却材中の不純物は、構造材料、線量計、そして運転性に影響を及ぼ
す可能性があるため、精度の高い品質管理が必要です。液体金属（ナトリウム、
鉛ビスマス共晶、純鉛）及びヘリウムガスに関しては、安全要件を満足するため
に、冷却材を純化する必要があります。そのため、それぞれの冷却材の性質を
考慮した純化系及び純化のための機器が開発されてきました。

クリスチャン・ラトジェ博士は1979年に化学工学を専攻し、

トゥールーズ（フランス）の国立工科大学で博士号を取得しま
した。CEAカダラッシュでの博士号取得は、Na化学と精製シス

テムに特化したものでした。化学、放射化学、技術の分野で、
スーパーフェニックスの立ち上げとその後の運転、運転中の
フィードバック分析（フェニックス、スーパーフェニックス、外国
製原子炉）に参加しました。また、EFR及びSMFRの設計活動に

も携わりました。サービス責任者として、カダラッシュにおける
除染及び核廃棄物調整のためのプロセス研究を担当しまし
た。。

ITERプロジェクトでは、トリチウムシステムと水素リスク軽減のための研究を行い
ました。国際プロジェクトMegapieのディレクターとして、放射性廃棄物の核変換

のための鉛ビスマス共晶核破砕ターゲットの開発を専門とするチームを率いまし
た。カダラッシュのナトリウム学校の校長を務め、現在はCEA-INSTNやフランスの
いくつかの大学で教鞭をとっています。アルゼンチン、メキシコ、トリエステITCPで
の高速炉に関するIAEA主催の教育セッションに参加し、GEN-IV国際フォーラムの
教育訓練タスクフォースのCEA代表を務めています。現在、SFRに携わっており、
最近ではASTRIDプロジェクトに専門家として参加しており、高速中性子炉開発に
関連した国際共同研究（ロシア、インド、日本、ラトビア、EU、IAEA、NEA-OECDな
ど）にも携わっています。

https://gif.jaea.go.jp/webinar/index.html#webinar033


XFRでは、Xは冷却材の種類を意味します。SFRはナトリウム冷却高速炉、
LFRは鉛冷却高速炉です。冷却材は、原子炉の熱を効率よく取り出すこ

とができることが求められます。また、エネルギー変換系に効率よく熱を
伝えることも求められます。さらに安全な構造・運転条件を確保すること
も求められています。

冷却材中の不純物は、SFR、LFRの運転に悪影響を及ぼすことがありま

す。腐食、熱伝達率の低下、狭いスペースでの障害物の発生などの原
因となります。



溶解可能な酸素や水素などの不純物の濃度は、SFRの場合、冷却材ナ
トリウムの温度に依存します。

コールドトラップでの純化原理を説明します。ナトリウムは冷却すること
で、「コールドトラップ」にNa2OやNaHという結晶として捕獲し純化すること
ができます。冷却されたナトリウムは再び加熱されて運転されます。



LFRの場合、酸素ポテンシャル、温度に関して冷却材の作動領域が適切に維

持されていないと、腐食や酸化物の析出が発生し、原子炉を損傷させてしま
います。

コールドトラップやフィルターの不純物除去方法は、ナトリウムの場合とは異
なるため、慎重に検討されています。以下に最近の研究成果の例を挙げます
が、これらの研究成果は、効率的な純化装置の設計に役立てることができま
す。




